


の
先
生
な
ん
で
す
。
だ
け
ど
も
、
こ
う
し
て
見

る
と
、
大
学
生
っ
て
の
は
、
全
然
、
ト
ッ
チ
マ

リ
（
統
率
）
が
無
い
ね
。
小
学
校
で
も
中
学
校

で
も
、
先
生
が
ピ
ー
ッ
と
笛
吹
け
ば
、
ピ
シ
ー

ッ
と
整
列
す
る
の
に
、
こ
れ
じ
ゃ
何
が
何
だ
か

ち
っ
と
も
分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

で
も
、
こ
う
し
て
外
に
出
て
若
い
人
た
ち
の

姿
を
見
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
な
ん

だ
か
、
若
い
人
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
え
そ

う
で
。
み
ん
な
（
応
援
用
の
）
お
揃
い
の
服
を

着
て
、
脇
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
で
し
ょ
。
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
い
い
で
す
よ
ね
。

私
も
昔
は
小
学
校
に
も
勤
め
た
し
、
保
育
所

に
も
主
任
保
母
で
十
年
勤
め
た
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
う
い
う
運
動
会
と
か
も
責
任
持
っ
て
や

り
ま
し
た
け
ど
、
楽
し
い
も
の
で
し
た
よ
。
そ

ん
な
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
ね
。」

と
話
し
て
く
れ
た
。
五
十
年
前
の
小
学
生
と

比
べ
て
「
統
率
が
な
い
」
と
言
わ
れ
て
は
、
本

学
の
学
生
も
異
論
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
、

若
い
学
生
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
も
ら
え
、
仕
事

を
し
て
い
た
頃
を
思
い
出
す
、
と
い
う
感
想
か

ら
は
、
学
生
と
施
設
利
用
者
が
、
共
に
生
き
る

場
を
持
つ
こ
と
の
大
き
な
意
義
が
感
じ
ら
れ
た
。

＊

＊

＊

と
こ
ろ
で
、
本
学
で
は
、
地
元
地
域
の
方
々

に
も
運
動
会
の
案
内
状
を
送
り
見
学
者
を
募
り
、

見
学
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
弁
当
が
支
給

さ
れ
た
。
そ
う
し
た
地
元
の
方
の
感
想
も
聞
い

て
み
た
。

「
私
は
上
奥
沢
っ
て
い
う
所
で
大
学
の
す
ぐ
下

な
ん
で
す
。
こ
こ
の
学
生
さ
ん
が
毎
日
家
の
す

ぐ
裏
を
通
る
ん
で
す
け
ど
、
み
な
さ
ん
真
面
目

で
す
ね
。
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
も
し
て
く
れ
ま
す
し
。

年
格
好
か
ら
し
て
孫
の
運
動
会
に
来
て
い
る
の

と
同
じ
で
す
よ
。
私
は
、
運
動
会
で
学
長
さ
ん

と
一
緒
に
写
真
撮
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
が
自
慢
で
ね
（
笑
）」（
女
性
）

「
南
金
丸
の
自
治
会
の
者
で
す
が
ご
招
待
い
た
だ

い
た
の
で
見
に
来
ま
し
た
。
せ
が
れ
も
、
去
年
、

こ
こ
の
医
療
福
祉
学
科
を
卒
業
し
た
ん
で
す
よ
。

大
田
原
に
大
学
が
で
き
た
こ
と
で
活
気
も
出
ま

し
た
し
、
道
に
も
若
い
学
生
が
歩
い
て
い
て
、

明
る
く
若
々
し
い
街
に
変
身
し
た
感
じ
が
し
ま

す
。
風
土
も
考
え
方
も
違
う
全
国
の
若
者
が
こ

の
地
に
い
る
と
い
う
の
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
す
ね
。

し
か
し
、
大
学
生
と
い
う
の
は
中
・
高
生
と

は
違
っ
て
、
も
っ
と
各
人
バ
ラ
バ
ラ
か
と
思
っ

た
ら
、
運
動
会
に
こ
ん
な
に
大
勢
の
学
生
が
参

加
し
て
、
意
外
と
統
率
が
取
れ
て
い
る
の
に
驚

き
ま
し
た
。」（
男
性
）

視
点
が
変
わ
れ
ば
「
統
率
が
取
れ
て
い
る
」

と
い
う
感
想
も
い
た
だ
け
た
本
学
の
大
運
動
会
。

見
学
席
の
感
想
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
構
内
施
設

利
用
者
の
方
や
地
元
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
は
、

若
者
と
共
に
過
ご
す
時
間
の
楽
し
さ
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
確
か
な
よ
う
だ
。

【
成
績
】

第
一
位
　
理
学
療
法
学
科

八
一
五
点

第
二
位
　
作
業
療
法
学
科

五
八
〇
点

第
三
位
　
医
療
経
営
管
理
学
科

四
三
〇
点

第
四
位
　
放
射
線
・
情
報
科
学
科

四
一
五
点

第
五
位
　
看
護
学
科

四
〇
〇
点

第
六
位
　
医
療
福
祉
学
科

三
九
五
点

第
七
位
　
言
語
聴
覚
学
科

三
二
〇
点

第
八
位
　
視
機
能
療
法
学
科

二
四
五
点

（
取
材
・
文：

編
集
部
、
写
真：

加
藤
文
哉
）
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「
利
用
者
さ
ん
も
、
建
物
の
中
ば
か
り
で
は
な

く
、
や
は
り
外
に
出
た
い
と
お
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
ね
。
今
日
の
運
動
会
も
楽
し
み
に
し
て
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、『
若
い
人
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
る

だ
け
で
元
気
が
出
る
、
若
い
学
生
た
ち
と
同
じ

道
を
同
じ
よ
う
に
歩
く
だ
け
で
楽
し
い
』
っ
て

お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
今
も
こ
こ
ま
で
来
る
ま

で
に
、『
私
も
ま
だ
若
い
の
よ
』
な
ん
て
話
し
て

く
だ
さ
っ
て
（
笑
）。
若
い
学
生
さ
ん
が
大
勢
い

る
大
学
と
、
こ
う
し
た
施
設
が
一
緒
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。」

と
、
運
動
会
見
学
の
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

利
用
者
さ
ん
を
引
率
し
て
来
た
、
お
お
た
わ
ら

マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム
の
介
護
職
、
吉
成
弘
子
さ
ん

は
話
す
。

一
方
、
頭
に
日
除
け
の
ハ
ン
カ
チ
を
の
せ
て

見
学
中
の
施
設
利
用
者
の
高
齢
の
女
性
は
、

「
私
は
、
せ
が
れ
も
孫
も
小
学
校
と
中
学
の
体
育

本
学
は
、
構
内
に
重
症
心
身
障
害
児
施
設
（
な
す
療
育
園
）、
身
体
障
害
者
療
護
施
設
（
那
須
療

護
園
）、
痴
呆
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
お
お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム
）
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
医
療
福
祉
施
設
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
尊
厳
と
権
利
を
尊
重

す
る
「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
築
く
た
め
に
役
立
つ
、
医
療
・
福
祉
の
人
材
を
育
成
し
た
い
と
い
う
建
学

の
精
神
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
学
生
の
臨
床
教
育
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

谷
修
一
学
長
も
、
本
年
度
の
入
学
式
の
式
辞
の
中
で
、「
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
教
育
の
現
場
の

中
に
医
療
や
福
祉
の
現
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
や
病
気
の
方
と
直
接
身
近
に
触
れ
合

い
、
将
来
の
医
療
福
祉
職
へ
の
よ
り
明
確
な
動
機
付
け
と
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
『
共
に
生
き
る
社
会
』

を
身
近
な
も
の
に
実
感
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
九
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
の
日
も
、
施
設
の
職
員
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
の
介
助
を
受
け

な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
構
内
施
設
利
用
者
の
方
々
が
、
若
い
学
生
た
ち
の
運
動
会
を
見
学
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
一
望
で
き
る
特
等
席
で
、
施
設
利
用
者
の
方
々
に
は
、
学
生
た
ち
と
「
共
に
生
き
る
時
間
」
を
ど

の
よ
う
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

見
学
席

よ
り
。2004.5.29

特集

特集

IUHW feature articles

IUHW feature articles

第
九
回
運
動
会

見学席より。



本
学
で
は
一
九
九
九
年
度
か
ら
、
常
勤
の
教

員
が
担
当
す
る
科
目
に
対
し
て
「
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
」
を
組
織
的
に
実
施
し
て
い
る
。
二

〇
〇
三
年
度
以
前
の
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」

は
、
そ
の
ね
ら
い
を
科
目
担
当
教
員
個
人
へ
の

結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
教
員
自
身
の
今

後
の
授
業
に
生
か
す
と
し
て
い
た
の
を
、
二
〇

〇
三
年
度
の
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」
か
ら
、

①
各
教
員
が
授
業
を
通
し
て
授
業
評
価
結
果
を

学
生
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
、
②
各
学
科
・

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
各
教
員
の
結
果
を
比
較
検

討
し
お
互
い
の
授
業
に
生
か
す
、
と
い
う
位
置

づ
け
を
行
っ
た
。
①
の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
三

年
度
に
実
施
し
た
「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」

結
果
を
こ
こ
に
報
告
す
る
。
な
お
、
対
象
と
す

る
授
業
形
態
は
、「
講
義
」、「
実
習
・
演
習
・
実

験
」
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の

制
限
上
、「
講
義
」
に
つ
い
て
の
結
果
の
み
報
告

す
る
。

「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」
結
果
は
各
科
目
毎

に
集
計
さ
れ
担
当
教
員
に
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
紙
面
で
は
個
別
科
目
の
結
果
で
は
な
く
、

各
学
科
・
セ
ン
タ
ー
の
担
当
す
る
科
目
の
平
均

さ
れ
た
結
果
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
毎
年

の
授
業
評
価
の
対
象
科
目
は
、
各
常
勤
教
員
に

よ
る
二
科
目
（
前
期
・
後
期
）
の
自
己
申
告
を

通
し
て
選
定
・
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
各

常
勤
教
員
は
、「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」
の
対

象
科
目
を
毎
年
自
分
で
選
定
し
そ
の
科
目
の
授

業
内
容
の
改
善
に
役
立
て
て
い
る
と
い
え
る
。

二
〇
〇
三
年
度
の
授
業
評
価
に
お
け
る
「
講

義
」
の
対
象
科
目
数
は
合
計
一
五
三
科
目
、
対

象
学
生
数
一
万
二
八
一
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の

内
訳
は
、
看
護
学
科
一
二
科
目
・
一
〇
〇
四
人
、

理
学
療
法
学
科
一
三
科
目
・
一
二
二
三
人
、
作

業
療
法
学
科
一
一
科
目
・
一
〇
一
六
人
、
言
語

聴
覚
学
科
一
五
科
目
・
一
四
一
四
人
、
視
機
能

療
法
学
科
六
科
目
・
二
七
九
人
、
放
射
線
・
情

報
科
学
科
二
五
科
目
・
二
五
五
七
人
、
医
療
経

営
管
理
学
科
二
一
科
目
・
一
六
〇
五
人
、
医
療

福
祉
学
科
一
五
科
目
・
一
三
八
一
人
、
基
礎
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
一
〇
科
目
・
一
〇
七
四
人
、

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
一
六
科
目
・
六
一
五
人
、

大
学
院
七
科
目
・
五
三
一
人
で
あ
っ
た
。
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
対
象
科
目
が
著
し
く
少
な
い
こ
と
か

ら
こ
こ
で
は
除
い
た
。
因
み
に
「
実
習
・
演
習
・

実
験
」
は
二
四
科
目
（
対
象
学
生
数
一
〇
二
九

人
）
で
あ
っ
た
。

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
（
用
紙
）
は
図
１

に
示
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
図
２
に
示
し
た

加
重
平
均
に
基
づ
き
グ
ラ
フ
を
作
成
し
表
示
し

た
。

（
文
責
　
保
健
学
部
長
・
杉
原
素
子
）
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図２ 

【ws】: （加重平均、weighted summation） 

Q1～Q12: （1）*0+（2）*0.25+（3）*0.5+（4）*0.75+（5）*1

（1）全くそう思わない 
（2）そう思わない 
（3）どちらとも言えない 
（4）そう思う 
（5）全くそう思う 

Q13: （いいえ）*0+（該当なし）*0.5+（はい）*1
Q14: （全く行っていなかった）*0+（ある程度行っていた）*0.5+（十分行っていた）*1
Q15: （いいえ）*0+（はい）*1
Q16: （25%未満）*0.2+（50%未満）*0.4+（50-70%）*0.7+（80%以上）*0.85+（100%）*1

　全体平均 

図３　　　　　質問1-6の平均 
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図５　　　　　質問13-16の平均 
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図６　　問5　「将来必ず役に立つ授業内容であると思った」 
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図７　 問12　「学生が意見を述べたり、質問することを奨励していた」 
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図８　　問15　「授業中私語など他人に迷惑をかけなかった」 
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図４　　　　　質問7-12の平均 
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図1図1 授業アンケート用紙
図３ 質問１～６の、学科・センターの平均

各学科・センターの質問１～６（授業のあり方・方針：

内容的な面）の結果の平均であり、点線は全体の平均

値を示す。

図４ 質問７～12の、学科・センターの平均
各学科・センターの質問７～12（授業方法・手法：技

術的な面）の結果の平均であり、点線は全体の平均値

を示す。

図５ 質問13～16の、学科・センターの平均
各学科・センターの質問13～16（この授業における学

生自身のことについて）の結果の平均であり、点線は

全体の平均値を示す。

図６ 質問５「将来必ず役に立つ授業内容であると思った」
（質問項目別、学科・センターの平均）

点線は全体の平均値を示す。

図７ 質問12「学生が意見を述べたり、質問することを

奨励していた」（質問項目別、学科・センターの平均）
点線は全体の平均値を示す。

図８ 質問15「授業中私語など他人に迷惑をかけなかった」
（質問項目別、学科・センターの平均）

点線は全体の平均値を示す。
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名
と
な
り
、
寂
し
か
っ
た
会
場
内
も
専
任
教
員
、

学
生
で
以
前
に
比
べ
る
と
随
分
活
気
づ
い
て
き

ま
し
た
。

今
回
は
修
士
課
程
二
年
生
の
研
究
報
告
会
で

も
あ
り
、
多
く
の
院
生
は
修
士
課
程
の
最
終
段

階
に
突
入
し
て
い
く
。
院
生
の
皆
様
に
は
、
こ

の
報
告
会
で
の
意
見
を
参
考
に
も
う
ひ
と
頑
張

り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
大
学
院
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
講
師

丹
羽

敦
）

六
月
十
二
日
（
土
）
・
十
三
日
（
日
）
の
二
日

間
、
神
奈
川
県
立
県
民
ホ
ー
ル
（
横
浜
）
に
て

第
五
回
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会
総
会
な
ら
び
に

日
本
言
語
聴
覚
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま

で
は
学
術
集
会
と
し
て
理
事
会
主
催
で
開
催
し

て
い
た
が
、
学
術
的
交
流
の
範
囲
を
協
会
員
内

に
留
め
ず
に
幅
広
い
交
流
を
目
指
し
今
回
よ
り

「
日
本
言
語
聴
覚
学
会
」
と
し
て
開
催
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
学
会
よ
り
「
資
質
の
向
上
に

努
め
て
、
学
習
を
生
涯
続
け
る
こ
と
は
言
語
聴

覚
士
の
職
能
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か

ら
生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
た
。
今

回
は
基
礎
講
座
と
し
て
「
臨
床
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
」「
臨
床
業
務
の
あ
り
方
、
進
め
方
」
の
二
講

座
、
専
門
講
座
と
し
て
「
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
言
語
聴
覚
療
法
」
の
一
講
座
、

計
三
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。

二
日
間
に
わ
た
る
、
今
回
の
一
〇
〇
を
超
え

る
発
表
の
中
で
本
学
の
卒
業
生
の
姿
を
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
の
学
生
時
代
の
様
子

を
ふ
と
思
い
出
さ
せ
る
懐
か
し
さ
と
と
も
に
、

言
語
聴
覚
士
と
し
て
現
在
研
究
や
臨
床
に
お
い

て
活
躍
し
て
い
る
同
じ
専
門
職
と
し
て
の
姿
に

頼
も
し
さ
も
感
じ
た
。
卒
業
生
達
の
こ
れ
か
ら

一
層
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
自
分
も
彼

ら
に
負
け
ず
に
切
磋
琢
磨
し
て
向
上
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
を
抱
か
せ
て
く
れ
た

学
会
で
あ
っ
た
。

（
言
語
聴
覚
学
科
助
手

烏
野
幹
夫
）

E
n
g
lish

E
ven
in
g
s

（
英
会
話
公
開
講
座
）開
講

七
月
恒
例
の
英
会
話
公
開
講
座
、E

n
g
lish

E
v
en
in
g
s

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
初

心
者
・
初
級
・
中
級
・
上
級
と
四
ク
ラ
ス
を
用

意
し
て
い
ま
す
が
、
全
ク
ラ
ス
と
も
ア
メ
リ
カ

人
と
日
本
人
の
教
員
が
チ
ー
ム
で
楽
し
く
指
導

に
あ
た
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、〝L

eisure
A
ctivities

〞

（
余
暇
の
活
動
）
で
す
。
時
間
の
あ
る
と
き
に
自

分
は
何
を
す
る
の
が
好
き
な
の
か
、
先
生
に
リ

ー
ド
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
思
う
存
分
、
英
語

で
話
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

【
日
程
】

●
七
月
二
十
　
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
三
日
（
金
）

※
最
初
の
三
日
間
は
授
業
、
最
終
日
は
、
学
ん
だ
英
語
を
使
用
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

【
時
間
】

午
後
六
時
三
〇
分
〜
八
時
〇
〇
分

（
最
終
日
は
八
時
三
〇
ま
で
）

【
場
所
】

国
際
医
療
福
祉
大
学
Ｌ
Ｌ
教
室（
Ｄ
棟
一
階
）他

【
定
員
】

初
心
者
・
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス
は
各
二
〇
名
、

上
級
は
一
〇
名

（
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授

南
井
紀
子
）

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚

セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
北
を
中
心
と
し
た
関
連
機

関
（
病
院
・
福
祉
施
設
・
学
校
・
幼
稚
園
・
保

育
園
な
ど
）
に
勤
務
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

の
方
々
と
と
も
に
、
学
び
交
流
す
る
場
と
し
て
、

今
年
度
も
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
師
を
招
き
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
雰
囲
気
で
の
研
修
は
毎
回
好
評
を
い
た

だ
き
、
地
域
か
ら
の
開
催
要
望
は
常
に
高
い
。

今
年
度
第
一
回
は
、
五
月
十
一
日
に
言
語
聴

覚
学
科
助
手
、
前
新
直
志
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

「
幼
児
期
の
言
葉
の
ス
ム
ー
ズ
さ
―
問
題
と
そ
の

援
助
―
」
と
題
し
て
、
幼
児
期
の
吃
音
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
講
師
の
豊
か
な
経
験

に
も
と
づ
い
た
、
分
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
話
に
九
七
名
の
参
加
者
は
耳
を
傾
け
た
。

ま
た
、
第
二
回
は
七
月
六
日
に
日
本
医
科
大

学
附
属
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
講
師
、
三
枝

英
人
先
生
よ
り
「
頭
頸
部
腫
瘍
手
術
後
の
嚥
下

障
害
と
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し

て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

介
護
職
員
、
福
祉
職
員
、
学
生
な
ど
の
参
加

が
あ
り
、
専
門
的
な
内
容
に
参
加
者
が
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。
今
後
も
第
一
火
曜
日
を
中
心
と

し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
学
職
員
、
学

生
の
参
加
も
可
能
。
今
後
の
予
定
は
次
の
通
り
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

●
九
月
七
日
（
火
）

「
子
ど
も
の
構
音
障
害
と
こ
と
ば
の
教
室
の
役
割

（
仮
題
）」
高
橋
明
子
先
生
（
さ
い
た
ま
市
立
高

砂
小
学
校
こ
と
ば
の
教
室
教
諭
）

●
十
一
月
二
日
（
火
）

「
声
と
健
康
（
仮
題
）」
渡
辺
雄
介
先
生
（
東
京

専
売
病
院
耳
鼻
科
医
師
）

●
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
（
火
）

「
高
齢
者
と
言
語
障
害
（
仮
題
）」
黒
羽
真
美
先

生
（
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑
言
語
聴

覚
士
）

●
平
成
十
七
年
三
月
一
日
（
火
）

「
小
児
自
閉
症
（
仮
題
）」
飯
塚
直
美
先
生
（
よ

こ
は
ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
言
語
聴
覚
士
）

問
合
せ
先

国
際
医
療
福
祉
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
（
金
子
・
落
合
）

電

話

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
二
八
七
―
二
四
―
一
〇
〇
三

（
言
語
聴
覚
セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士
金
子
弥
栄
子
）
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当
日
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
風
の

舞
」
の
上
映
会
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
多
磨
全

生
園
の
自
治
会
副
会
長
で
、
ご
自
身
も
元
患
者
で

あ
る
佐
川
修
氏
の
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
会
場
前

の
ロ
ビ
ー
で
は
、
フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
八
重
樫
信

之
氏
に
よ
る
写
真
展
「
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
」
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
会
の
た
め
に

作
家
城
麗
子
氏
よ
り
ハ
ン
セ
ン
病
小
説
「
樅
の

木
」
を
四
〇
〇
部
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
当
日
の

参
加
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

大
変
感
動
し
た
と
い
っ
た
感
想
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
た
が
、
ゲ
ス
ト
や
一
般
の
方
か
ら
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
本

学
の
学
生
に
対
し
て
も
、
真
面
目
で
あ
る
と
か

生
き
生
き
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
る
と
か
、
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
会
を
成
功
さ

せ
た
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

支
え
て
い
た
だ
い
た
事
務
局
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

医
療
経
営
管
理
学
科
講
師

加
藤
尚
子)

ご
存
知
の
よ
う
に
、
大
学
院
は
大
田
原
・
東

京
・
熱
海
・
柳
川
・
福
岡
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
遠
隔
授
業
を
導
入
し
て
お
り
、
今

回
の
研
究
報
告
会
も
こ
の
遠
隔
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
行
わ
れ
た
。

発
表
し
た
大
学
院
生
は
二
日
間
で
総
勢
九
八

名
、
そ
の
う
ち
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
一
九
名
が
三
会
場
に
分
か
れ
て
研
究
経
過

を
報
告
し
各
遠
隔
教
室
間
で
活
発
な
質
疑
応
答

が
展
開
さ
れ
た
。

大
学
院
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
は
今
年
度
よ
り
新

キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
り
、
昨
年
と
比
べ
ハ
ー
ド
面

に
お
い
て
か
な
り
整
備
さ
れ
充
実
し
て
い
る
。

研
究
報
告
会
の
形
態
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
の
大
学

院
生
が
増
え
る
中
、
試
行
錯
誤
さ
れ
行
わ
れ
て

き
た
が
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
テ
レ
ビ
画
面
も
広

く
な
り
画
像
・
音
声
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

双
方
向
で
の
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
院
生
そ
れ
ぞ
れ

の
遠
隔
教
室
の
多
く
の
教
員
・
学
生
か
ら
の
質

問
、
意
見
を
聞

く
機
会
と
な
っ

た
。
ま
た
、
福

岡
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
も

四
年
目
に
入

り
、
現
在
修
士

課
程
が
三
七

名
・
博
士
課
程

が
三
名
計
四
〇

去
る
五
月
二
十
六
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

会
に
お
い
て
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
代

表
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
九
団
体
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
か
ら
一
年
間
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の
課
題

が
報
告
さ
れ
た
。

学
内
最
大
規
模
の
グ
ル
ー
プ
「
か
ざ
は
な
」

で
は
、
五
月
末
ま
で
に
一
八
〇
名
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
登
録
者
が
あ
っ
た
。
し
か
し

実
際
に
活
動
し
て
い
る
者
が
ま
だ
少
な
く
、
今

後
登
録
者
を
活
動
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る

か
、
ま
た
夏
休
み
中
、
春
休
み
中
の
活
動
の
充

実
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

障
害
者
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

る
「
あ
じ
さ
い
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
と
の

情
報
の
や
り
と
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
情
報
提
供
が
課
題
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
展

開
す
る
「
ス
ラ
オ
」
や
、
高
齢
者
の
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
「
ほ
ほ
え
み
」

は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
る
と
い
う
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

そ
の
他
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
推
進

す
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
は
、
練
習
場
所
、
活
動
場
所

が
な
い
こ
と
へ
の
課
題
、
手
話
活
動
を
推
進
す
る

「
メ
ビ
ウ
ス
」
は
、
地
域
の
中
で
の
活
動
場
所
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
課
題
、
南
金
丸
小
学
校

の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
、

二
年
生
の
メ
ン
バ
ー
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
と
い

う
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
。

こ
の
他
、
学
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支

援
を
目
的
に
活
動
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
部

「
Ａ
Ａ
Ｃ
」
な
ど
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

の
現
状
と
課
題
を
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
の
報
告
を
受
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
課
題
に
関
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
が
述
べ
ら
れ
た
。

今
回
の
報
告
会
で
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
と
苦
労
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
克

服
し
、
活
動
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
、
本
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
広
が
り
を
、
さ
ら
に

促
進
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

（
医
療
福
祉
学
科
助
手

大
石
剛
史
）

入
梅
直
前
の
快
晴
の
土
曜
日
、
六
月
五
日
に

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

を
考
え
る
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
は
、
ハ
ン

セ
ン
病
を
め
ぐ
る
差
別
と
人
権
侵
害
の
問
題
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
医
療
経
営

管
理
学
科
が
主
催
し
た
も
の
で
、
実
際
の
運
営

は
本
学
科
の
三
、
四
年
生
の
有
志
た
ち
が
担
当

し
た
。
土
曜
日
の
午
後
だ
っ
た
が
初
夏
の
陽
気

も
幸
い
し
た
の
か
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪
れ
盛

況
な
催
し
と
な
っ
た
。
約
三
八
〇
名
の
参
加
者

の
う
ち
、
二
三
〇
名
が
本
学
科
の
学
生
、
一
五

〇
名
が
一
般
の
方
だ
っ
た
。

医
療
経
営
管
理
学
科
主
催

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
考
え
る
会
」開
催

D
ate:Ju

n
e

6
5

主催した医療経営管理学科の有志

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

学
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

D
ate:M

ay

5
26

大
学
院
修
士
二
年
の
研
究
発
表
会

―
福
岡
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
―

D
ate:Ju

n
e

6
5
•
6

遠隔システムを使って行われた発表会

第
五
回
日
本
言
語
聴
覚
学
会
開
催

D
ate:Ju

n
e

6
12
•

13

藤田郁代言語聴覚学科長
（日本言語聴覚士協会会長）

告
　
知
　
板



国
際
医
療
福
祉
大
学
で
は
、
今
年
も
恒
例
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

「
夏
休
み
以
外
に
も
開
催
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、
六
月
（
終
了
）
〜
十

月
ま
で
、
全
六
回
実
施
し
ま
す
。

日
程
お
よ
び
内
容
は
次
の
通
り
。
事
前
の
申

込
は
不
要
で
す
。
ご
都
合
の
よ
ろ
し
い
と
き
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

【
日
程
】

第
一
回

（
終
了
）

第
二
回

七
月
三
十
一
日(

土)

第
三
回

八
月
四
日(

水)

第
四
回

八
月
二
十
八
日(

土)

第
五
回

十
月
十
六
日(

土)

第
六
回

十
月
十
七
日(

日)

※
第
五
回
・
六
回
は
大
学
祭
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す

事
前
申
込
不
要
・
時
間
内
入
退
場
自
由

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

●
総
合
ガ
イ
ダ
ン
ス

場
所

Ｆ
―
一
〇
一
教
室

時
間

一
一：

〇
〇
〜
一
二：

一
〇

▽
学
長
・
学
科
長
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び

ビ
デ
オ
上
映

国
際
医
療
福
祉
大
学
に
つ
い
て
、
医
療
・
福

祉
の
仕
事
に
つ
い
て
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
資
格

に
つ
い
て
、
学
長
・
各
学
科
長
が
受
験
生
の
た

め
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
個
別
入
試
・
学
生
生
活
相
談

場
所

Ｅ
―
二
〇
一
教
室

時
間

一
〇：

〇
〇
〜
一
一：

〇
〇

一
二：

〇
〇
〜
一
六：

〇
〇

▽
教
員
・
職
員
に
よ
る
個
別
入
試
相
談
会

各
学
科
の
教
員
・
学
生
に
よ
る
、
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー
。
入
試
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生

生
活
や
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
つ
い
て
詳
し
い
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
進
路
に
つ
い
て

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

●
体
験
入
学

時
間

一
〇：

〇
〇-

一
六：

〇
〇

▽
各
学
科
の
実
習
室
等
で
の
体
験
入
学
お
よ
び

学
科
案
内

先
輩
大
学
生
や
教
員
に
よ
る
各
学
科
の
特
色

発
表
や
医
療
福
祉
に
関
わ
る
仕
事
の
説
明
が
あ

り
、
実
習
設
備
も
体
験
で
き
ま
す
。
大
学
の
授

業
の
様
子
に
つ
い
て
も
、
本
学
の
学
生
が
説
明

し
ま
す
。

●
そ
の
他

○
高
校
教
員
相
談
会：

高
校
教
員
を
対
象
と
し

た
入
試
相
談
会

○
入
試
問
題
集
･
大
学
グ
ッ
ズ
販
売
会

○
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
営
業

○
学
生
に
よ
る
受
験
指
導
・
生
活
情
報
・
学
生

生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

国
際
医
療
福
祉
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
二
八
七
―
二
四
―
三
二
一
〇（
広
報
室
）

ま
た
は

電
話
〇
二
八
七
―
二
四
―
三
二
〇
〇（
入
試
課
）

平
成
十
六
年
度
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株

式
会
社
奨
学
生
九
名
、
お
よ
び
国
際
医
療
福
祉

大
学
奨
学
生
二
十
三
名
が
厳
正
な
審
査
の
結
果

以
下
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生

同
奨
学
生
制
度
の
新
規
奨
学
生
九
名
が
決
定

し
、
去
る
五
月
二
十
六
日
（
水
）
東
京
都
中
央

区
の
同
本
社
に
お
い
て
、
岡
崎
会
長
、
須
藤
社

長
、
本
学
谷
学
長
、
開
原
副
学
長
、
伊
藤
常
務

理
事
の
列
席
の
下
、
認
証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
、
同
社
の
前
身
で
あ
る
同
和

火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
の
創
立
百
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て，

保
健
、
医
療
、
福
祉
の

有
為
な
専
門
職
の
育
成
を
め
ざ
す
と
い
う
本
学

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
毎

年
成
績
優
秀
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
原
則
と
し

て
卒
業
ま
で
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
、
返
済
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
昨
年
支
給
を
受
け
た
奨
学
生
一
七
名

は
、
全
員
が
引
き
続
き
奨
学
生
と
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

奨
学
生
氏
名

草
薙
安
毅

看
護
学
科

二
年

ヌ
ー
ウ
ェ
イ

ト
ー

同

一
年

増
田
美
保
子

理
学
療
法
学
科

二
年

渡
邉
貴
子

作
業
療
法
学
科

三
年

酒
寄
博
行

同

二
年

曹

麗
輝

同

一
年

小
川
い
ず
み

言
語
聴
覚
学
科

二
年

三
浦
則
仁

放
射
線
・
情
報
科
学
科

齊
藤
晶
子

視
機
能
療
法
学
科

国
際
医
療
福
祉
大
学
奨
学
生

こ
の
奨
学
金
は
、
品
行
方
正
で
前
年
度
の
成

績
が
優
秀
な
学
生
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
年

間
授
業
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
去
る
六
月
十
五
日
（
火
）
大
学

に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

奨
学
生
氏
名

【
看
護
学
科
】

小
松
裕
佳
（
二
年
）、
宇
賀
神
恵
理
（
三
年
）

稲
村
優
子
（
四
年
）

【
理
学
療
法
学
科
】

小
野
田
公
（
二
年
）

桑
田
康
行
（
三
年
・
二
年
連
続
）、

越
沼
秀
史
（
四
年
・
二
年
連
続
）

【
作
業
療
法
学
科
】

柴
田

梓
（
二
年
）

芳
賀
敦
子
（
三
年
・
二
年
連
続
）、

岩
上
さ
や
か
（
四
年
・
二
度
目
）

【
言
語
聴
覚
学
科
】

小
俣
健
太
郎
（
二
年
）、
水
上

優
（
三
年
）

山
崎
裕
子
（
四
年
）

【
放
射
線
・
情
報
科
学
科
】

室
橋
歩
美
（
二
年
）

稲
穂
晴
美
（
三
年
・
二
年
連
続
）、

菅
原

崇
（
四
年
・
三
年
連
続
）

【
視
機
能
療
法
学
科
】

田
澤
聖
子
（
二
年
）、
深
瀬
明
子
（
三
年
）

【
医
療
経
営
管
理
学
科
】

池
田
裕
次
（
二
年
）

山
本
直
輝
（
三
年
・
二
年
連
続
）

山
r
智
世
（
四
年
）

【
医
療
福
祉
学
科
】

佐
原
美
紀
（
二
年
）、
野
沢
侑
可
（
三
年
）

神
川
佳
美
（
四
年
）

（
学
生
課

宮
下
貞
男
）

IUHW 2004.7.209

▼
去
る
六
月
八
日
「
元
気
が
で
る
パ
ワ
ー
リ
ハ

ビ
リ
」
と
題
し
て
、
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
回
目
と
な
る

こ
の
日
の
講
師
は
、
本
学
大
学
院
教
授
の
竹
内

孝
仁
先
生
で
、
現
在
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
分
野
で
注
目
を
集
め
て
い
る
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
ま
す
。

▼
パ
ワ
ー
リ
ハ
は
、
ド
イ
ツ
で
考
案
さ
れ
た
六

つ
の
マ
シ
ン
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
も
の
で
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
負
荷
は
筋
力
強
化
を
目
的
と

し
な
い
軽
い
負
荷
で
、
多
く
の
使
わ
れ
ず
に
眠

っ
て
い
た
全
身
の
筋
肉
を
満
遍
な
く
使
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
幅
広
く
、
虚

弱
高
齢
者
、
腰
痛
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
の

神
経
難
病
、
陳
旧
性
脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
多
様

で
す
。
そ
し
て
痴
呆
に
も
効
果
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
施
行
前
後
で
比
較
し
た
事
例
を
ビ
デ

オ
で
数
多
く
紹
介
さ
れ
、
い
ず
れ
も
閉
じ
こ
も

り
が
ち
で
行
動
範
囲
の
限
ら
れ
て
い
た
方
々
が

好
き
な
ダ
ン
ス
を
再
開
し
た
り
、
農
作
業
や
料

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
そ
の
行
動
変
容

は
と
て
も
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

▼
ま
た
、
不
動
の
筋
肉
を
呼
び
覚
ま
す
パ
ワ
ー

リ
ハ
の
生
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
ア
セ

チ
ル
コ
リ
ン
な
ど
神
経
伝
達
物
質
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
も
出
さ
れ
た
上
で
科
学
的
根
拠
を
示
し

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
財
政
困
難
な
わ
が
国
が
高
齢
社
会
を

支
え
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
パ
ワ
ー

リ
ハ
の
経
済
効
果
の
有
益
さ
ま
で
も
デ
ー
タ
を

示
し
て
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。

▼
講
演
を
お
伺
い
し
て
、
二
つ
の
基
本
的
で
大

切
な
視
点
を
改
め
て
提
示
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
一
つ
目
は
人
の
体
が
持
つ
自
然
治
癒

力
の
可
能
性
、
二
つ
目
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
く
上
で
行
動
変
容
の
持
つ
意
味

の
重
要
さ
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
人
の
体
そ

れ
自
体
の
中
に
、
自
ら
の
体
を
回
復
さ
せ
活
動

化
さ
せ
る
物
質
が
潜
在
的
に
多
く
存
在
し
、
眠

っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
科
学
の
進
歩
し
た
現
在
で
も
他
に
頼
る
こ

と
な
く
、
自
身
の
体
を
起
動
し
機
能
さ
せ
る
潜

在
力
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
行
動
変
容
の
視
点
は
重
要
で
、
わ
れ

わ
れ
が
日
々
行
っ
て
効
果
的
だ
と
思
っ
て
い
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
の
人
と
家
族
の
生
活
に
ど
の

よ
う
な
変
化
を
与
え
て
い
る
か
を
み
て
い
か
な

け
れ
ば
、
障
害
や
老
化
に
伴
う
当
人
と
家
族
の

悪
循
環
を
断
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。
日
々
流
さ
れ
る
よ
う
に
教
育
や
臨
床

に
携
わ
っ
て
い
る
中
、
し
ば
し
立
ち
止
ま
る
問

い
か
け
と
示
唆
を
下
さ
っ
た
よ
う
な
一
時
間
で

し
た
。
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パワーリハビリについて講演する竹内孝仁大学院教授

“H
ealth

for
A
ll ”

（
世
界
の
全
て
の
人
々
に

健
康
を
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
本
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
の
二

〇
〇
四
年
一
月
号
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
第
三
代

事
務
局
長D

r.M
ah
ler

時
代
の
一
九
七
八
年
に
Ｗ

Ｈ
Ｏ
が
打
ち
出
し
た
健
康
世
界
戦
略
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
も
以
前
の
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
（
二
〇
〇
三

年
十
一
月
号
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
か
ら
二
年
二
カ
月
間
、
本
学
が
技
術

支
援
し
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
赴
任

し
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
最
近
、“H

ealth
for
A
ll ”

で
は
な
く
、“A

llfor
H
ealth

”

と
言
っ
て
い
ま
す
よ
。」
と
、
ケ
ニ
ア
保
健
省
の
職
員
が
言
う
の
で
、
私
は
び
っ
く
り
仰
天
し
た
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
を
辞
め
た
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
時
代
は
職
務
上
、
ま
た
、
本
学
に
奉
職
し
て
か
ら
は
「
国
際
医
療
協

力
論
」
で
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
活
動
を
講
じ
て
い
た
の
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
動
き
は
よ
くfollow

し
て
い
た
つ
も
り

で
あ
っ
た
が
、“A

ll
for
H
ealth

”

と
い
うcatch

p
h
rase

は
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
見
る
と
、
あ
っ
た
あ
っ
た
。

一
九
九
八
年
九
月
に
、
第
五
代
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
、

D
r.B
ru
n
d
tlan
d

（
元
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
）
が
、

N
ew
D
elh
i

で
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
南
東
ア
ジ
ア
地
域
総

会
で
、“H

ealth
for
A
ll ”

を“H
ealth

for
A
ll

and
A
llfor

H
ealth

”

と
い
う“m

otto ”

に
改
め
る

こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
世
界
の
全

て
の
人
々
を
健
康
に
す
る
た
め
、
皆
で
頑
張
ろ
う
。」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。“H

ealth
for
A
ll ”

だ
け
で
あ
る
と
、
み
な
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
受
身
で
待
ち
構
え
て
し
ま
う
が
、

「
皆
が
実
現
に
参
加
し
な
い
と
だ
め
だ
ぞ
！
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
理
解
で
き
る
。

つ
ま
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、“H

ealth
for
A
ll ”

を“A
ll
for
H
ealth

”

に
変
更
し
た
の
で
は
な
い
こ
と

は
、
こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
る
。
往
々
あ
る
こ
と
だ
が
、
言
葉
は
一
人
歩
き
す
る
の
で
、
要
注
意
！

六
回
・
一
年
間
に
わ
た
り
私
の
駄
文
に
お
付
き
合
い
下
さ
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
読
者
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第3代事務局長
Dr.Mahlerのポート
レイト（WHO本部
Mr.Virot提供）

“H
E
A
L
T
H
F
O
R
A
L
L

”

と

“A
L
L
F
O
R
H
E
A
L
T
H

”

■連載エッセイ

第六回（最終回）

大学院教授・国際部部長

長谷川 豊

k e n  •  b u n  •  r o k u

第5代WHO事務局
長、Dr.Brundtland
のポートレイト
（WHO本部Mr.Virot
提供）

元
気
が
で
る
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

―
イ
ブ
ニ
ン
グ
タ
イ
ム
公
開
講
座
よ
り
―

理
学
療
法
学
科
講
師

藤
井
菜
穂
子

聴講席大
学
を
知
る
、
大
学
を
体
験
す
る

国
際
医
療
福
祉
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ

平
成
十
六
年
度
奨
学
生
決
ま
る



IUHW 2004.7.2011

I n f o r m a t i o n

10IUHW 2004.7.20

国
際
医
療
福
祉
大
学
国
家
試
験
合
格
率

平
成

十
五
年
度

受験区分 新卒・既卒 受験者数（名） 合格者数（名） 不合格者数（名） 全国平均合格率（％） 全国合格者数/受験者数 

新卒者 123 104 19 84.6%

既卒者 2 2 0 100.0%

新卒者 6 6 0 100.0%

既卒者 - - - -

新卒者 122 112 10 91.8%

既卒者 1 1 0 100.0%

新卒 101 101 0 100.0%

既卒 - - - -

新卒 93 92 1 98.9%

既卒 1 0 1 0.0%

新卒 100 99 1 99.0%

既卒 - - - -

新卒 114 103 11 90.4%

既卒 13 4 9 30.8%

社会福祉士 新卒 123 82 41 66.7% 28.5% 10,733/37,657

精神保健福祉士 新卒 22 22 0 100.0% 61.6% 3,589/5,831

3,313/3,469

1,851/2,505

言語聴覚士 

作業療法士 

1,130/1,658

診療放射線技師 

8,048/8,715

1,694/1,761

44,874/49,204

4,199/4,289理学療法士 

97.9%

100.0%

本学合格率（％） 

保健師 84.8%

看護師 

92.3%

助産師 100.0% 96.2%

91.2%

99.0%

84.3%

97.9%

95.5%

68.2%

73.9%

91.9%

消費収支計算書 
本年度　（自　平成15年4月1日　　　至　平成16年3月31日） 

前年度　（自　平成14年4月1日　　　至　平成15年3月31日） 

本年度 前年度 増減 

消費収入の部 

学生生徒等納付金 4,482,266 4,255,482 226,784

手数料 159,981 166,099 △ 6,118

寄付金 540,933 1,683,904 △ 1,142,971

補助金 2,588,859 2,413,444 175,415

資産運用収入 42,534 11,331 31,203

事業収入 3,574,092 1,899,014 1,675,078
（うち医療収入）※ (3,498,047) (1,776,611) (1,721,436)

雑収入 100,319 69,977 30,342

11,488,984 10,499,251 989,733

基本金組入額 △ 2,323,288 △ 3,118,529 795,241

9,165,696 7,380,722 1,784,974

消費支出の部 

人件費 4,217,265 3,546,900 670,365

教育研究経費 2,845,978 1,978,140 867,838

（うち医療経費）※ (1,550,414) (783,124) (767,290)

管理経費 1,737,605 1,246,648 490,957

借入金等利息 63,320 56,367 6,953

資産処分差額 

※消費収支計算書の医療収入および医療経費は、附属熱海病院および大学クリニックに係るものです。 

155,682 16,640 139,042

9,019,850 6,844,695 2,175,155

145,846 536,027 △ 390,181

(単位:千円)

科目 

消費支出合計　　（b） 

消費収支差額　　(a)-(b)

帰属収入合計 

消費収入合計　　（a） 

貸借対照表 平成16年3月31日 

科目 本年度末  前年度末 増減 

資産の部 

固定資産 29,826,242 27,617,074 2,209,168

　有形固定資産 27,233,466 25,131,645 2,101,821

　　　土地 10,919,443 10,491,443 428,000

　　　建物 8,110,189 8,260,641 △ 150,452

　　　構築物 562,492 504,507 57,985

　　　教育研究用機器備品 3,800,070 3,773,070 27,000

　　　その他の機器備品 1,149,586 961,984 187,602

　　　図書 271,307 250,793 20,514

　　　車両 14,929 19,207 △ 4,278

　　　建設仮勘定 2,405,450 870,000 1,535,450

　その他の固定資産 2,592,776 2,485,429 107,347

流動資産 7,242,268 6,167,005 1,075,263

　　　現金預金 6,264,538 5,289,258 975,280

　　　貯蔵品 83,585 69,166 14,419

　　　未収入金 882,723 793,329 89,394

　　　仮払金 690 300 390

　　　その他流動資産 10,732 14,952 △ 4,220

資産の部合計 37,068,510 33,784,079 3,284,431

負債の部 

固定負債 2,857,279 2,475,833 381,446

流動負債 5,364,989 4,931,138 433,851

負債の部合計 8,222,268 7,406,971 815,297

基本金の部 27,798,080 25,474,792 2,323,288

消費収支差額の部 1,048,162 902,316 145,846

(単位:千円)

3,284,431
負債の部、基本金の部　及び 

消費収支差額の部　 合   計 
37,068,510 33,784,079

国際医療福祉大学決算報告平成
十五年度

国際医療福祉大学は、国際性豊かな
新時代の薬剤師の養成をめざして

平成17年4月、
栃木県大田原市の
キャンパス内に

薬学部を
開設いたします。

国
際
医
療
福
祉
大
学
学
長
　
谷
　
修
一

本
学
は
、
二
学
部
八
学
科
を
擁
す
る

医
療
と
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
、
全

学
科
を
同
一
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
配
置
し
、

病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
健
常
な
人
も
、

お
互
い
を
認
め
あ
う
「
共
に
生
き
る
社

会
」
の
実
現
を
、
建
学
以
来
の
教
育
理

念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
の

健
康
、
医
療
、
福
祉
を
担
う
こ
と
が
で

き
、
広
い
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
こ
そ
本
学
の
夢
で
あ
り
目
標
で

す
。新

設
す
る
薬
学
部
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
薬
学
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の

下
で
、
教
育
と
実
習
の
密
接
な
連
携
を

行
い
、
医
療
福
祉
分
野
で
の
科
学
技
術

の
高
度
化
や
専
門
化
に
対
応
で
き
る
、

質
的
・
技
術
的
に
高
い
レ
ベ
ル
を
持
っ

た
薬
剤
師
の
教
育
を
め
ざ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

科
学
技
術
の
高
度
化
や

専
門
化
に
対
応
で
き
る
、

質
的
・
技
術
的
に

高
い
レ
ベ
ル
を
持
っ
た

薬
剤
師
の
教
育
を
め
ざ
し
て

３つの系 

医療薬科学  創薬科学 環境・社会薬学 

ゲノム創薬科学 
応用分子生物学 

薬をつくる・そだてる 
ＣＲＣ実践論 
臨床試験管理学 
製剤設計学 
医薬品開発論 

他 

臨床薬物動態学 
臨床薬剤学 
臨床医学概論 
東洋医学概論 
医療薬学 
薬物治療学 
薬理学 
他 

環境薬学 
一般用医薬品概論 
医薬品管理学 
薬局経営論 
薬の流通論 
ＭＲ実践論 
医療経済学 

医薬品の情報学 
 他 

人
間
性
、社
会
性
、国

際性豊
かな薬剤

師

・患者の心の痛みのわか
る薬剤師 
・コミュニケーション力
の豊かな薬剤師 
・国際的視野を持った薬
剤師 
 

医

療
人と
しての薬剤師

・患者本位の医療に貢献
する薬剤師 

・チーム医療の一環とし
て医師、コメディカル
スタッフ等と連携でき
る薬剤師 

・調剤薬局の経営を担う
薬剤師 

 

21

世紀
の創薬への貢

献

・バイオテクノロジーを
基盤とした新規医薬品
の創製に貢献できる人
材の育成 

・臨床試験コーディネー
ターの養成 

・専門性豊かな医薬情報
担当者（ＭＲ）の養成 

 

高
度医
療への貢献

・高度な薬の知識、調剤
・製剤技術を有する薬
剤師 

・高度な医薬品情報を活
用し、医療の安全に貢
献できる薬剤師 

 

地
域医
療への貢献

・地域医療を支える薬剤師 
・患者から信頼される「か
かりつけ薬剤師」 

・在宅医療、介護、地域福
祉に貢献する薬剤師 

 

●従来にはなかった多くの新設科目（青字）を予定しています。 

●時代が求める、新しいタイプの薬剤師の育成をめざします。 

●薬剤師国家資格取得に加え、卒業進路に合せた実践に役立つ科目の選択ができます。卒業後、実践に役立つ科目が在学中に学べます。 
製薬企業の創薬・開発担当者，製薬企業のＭＲ，調剤薬局の管理・経営者，病院薬剤師，治験コーディネーター  他 

※募集要項の配布は、11月下旬からになります。詳細は本学ホームページをご覧下さい。
入試についてのお問い合わせは、入試センター入試課まで　TEL 0287-24-3200  FAX 0287-24-3199 http://www.iuhw.ac.jp  E-Mail : nyushi@iuhw.ac.jp

薬学部棟（平成17年２月完成予定）
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国
際
医
療
福
祉
大
学
附
属
熱
海
病
院

●
五
月
二
十
五
日

「
院
内
学
術
懇
話
会
」
開
催
さ
れ
る

当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
随
時
開
催
し
、

各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員
の
技
術
レ
ベ
ル

の
向
上
に
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

先
般
五
月
二
十
五
日
（
火
）
に
第
九
回
の
院
内

学
術
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

演
題
は
下
記
の
通
り
で
、
約
八
〇
名
の
職
員
の

参
加
に
よ
り
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
演
題
】

一
、
血
液
浄
化
部
の
現
状
と
将
来

（
泌
尿
器
科：

栗
山
教
授
・
露
崎
講
師
／
看
護

部
・
透
析
室
か
ら
の
合
同
発
表
）

二
、
超
音
波
検
査
室
か
ら
の
報
告

（
臨
床
検
査
室
か
ら
の
発
表
）

三
、
死
亡
症
例
検
討
会

（
内
科：

北
洞
教
授
・
下
田
講
師
／
外
科：

南

医
員
か
ら
の
発
表
）

四
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
―
他
院
の
喀
痰
細
胞
診
で
腺
癌
細
胞

と
扁
平
上
皮
癌
が
見
出
さ
れ
た
症
例
に
つ
い
て

（
内
科：

川
口
教
授
／
病
理
学：

北
村
教
授
か

ら
の
発
表
）

●
新
築
中
の
新
病
院
の
進
捗
状
況

来
年
の
完
成
を
目
標
に
新
病
院
の
新
築
工
事

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
六
月
現
在
の
建
築

状
況
に
つ
い
て
は
写
真
の
通
り
で
、
難
工
事
で

あ
っ
た
基
礎
土
台
工
事
が
終
わ
り
、
新
病
院
の

建
物
が
少
し
ず
つ
形
を
現
し
て
い
ま
す
。

附
属
熱
海
病
院
の
新
病
院
建
物
は
来
年
春
完

成
予
定
で
す
。
生
ま
れ
変
わ
る
熱
海
病
院
に
ご

期
待
下
さ
い
。（

附
属
熱
海
病
院
　
本
山
総
洋
）

IUHW 2004.7.2013

▼　国際医療福祉大学附属熱海病院 10557-81-9171 http://atami.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

In
form

ation
A

tam
i1

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

川口（消） 唐澤（消） 川口（消） 川口（消） 唐澤（消） 都島（糖・循） 川口（消） 北洞（消） 唐澤（消） 唐澤（消） 川口（消） 北洞（消） 

野澤（消） － 北洞（消） 都島（糖・循） 野澤（消） 野澤（消） 高藤（呼） 野澤（消） 国枝（循） 国枝（循） 佐々木（循） － 

築山（循） 築山（循） 築山（循） 重政（循） 生駒（循） 佐々木（循） 築山（循） 佐々木（循） 重政※1 生駒（循） 重政（循） 生駒（循） 

玉城（神内） － 都島（糖・循） 玉城（神内） 北洞（消） － 玉城（神内） － 玉城（神内） － － － 

下田（糖） － 山田（糖） － 下田（糖） 山田（糖） 山田（糖） － 下田（糖） － 山田（糖） － 

中村（呼） 中村（呼） 高藤（呼） 高藤（呼） 田口（呼） 田口（呼） 中村（呼） 川崎（呼） 高藤（呼） 田口（呼） 川崎（呼） 川崎（呼） 

土田 南 
（第1・3） （第1・3） 
岡本 稲垣 

（第2・4） （第２・４） 

折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 折居 － － 

伊藤 伊藤 伊藤 伊藤 － 上杉 上杉 － 

江口 － － 上杉 上杉 － 江口 江口 

栗山 － 栗山 － 栗山 露崎 露崎 栗山 栗山 栗山 

露崎 露崎 片岡 片岡 露崎 高杉 高杉 露崎 露崎 － 

石川 石川 石川 
（第２・４） （第1・3） （第1・3） 
陶山 陶山 陶山 

（第１・３） （第2・4） （第2・4） 

五來 五來 五來 五來 五來 － － 五來 五來 五來 

田中 田中 田中 － － 田中 田中 田中 田中 田中 

乳腺外科 北谷 － 北谷 － 北谷 － 北谷 － 北谷 － － － 

花田 花田 佐々木 佐々木 佐々木 
（第１・３） （第１・３）※２ （第２・４） （第2・4）※２ （第２・４） 

花田 
（第１・３） 

三谷 三谷 
（第２・４） （第１・３） 

　藤澤　 藤多 　藤澤　 藤多 高崎 藤多 藤澤 藤多 乾 　藤澤　 藤多 藤多 

板倉 乾 十河 高崎※３ 乾 十河 高崎 板倉 十河 板倉※３ 1人（交代） 1人（交代） 

－ 神_　※４ 神_ － 神_ 神_※４ － － － － 

林 林　　※４ 林 林 － － 林 林　※４ 林 検査 

塩野 塩野 塩野 塩野 － － 塩野 塩野 塩野 塩野 － － 

－ － 奥津 － － － － － 奥津 － － － 

－ － － － － － － － － 木村 － － 

北村 北村 北村 北村 北村 北村 － － 北村 北村 北村 北村 

平成16年6月15日現在 

　曜 日　　 月 火 水 木 金 土 

診療科 

内　科 

呼吸器科 

外　科 
岡本 － 岩崎 － 土田 岡本 － 土田 － 岩崎 

稲垣 稲垣 南 南 － 稲垣 稲垣 南 南 － 

総合診療科 

整形外科 手術 手術 １人（交代） １人（交代） 

泌尿器科 手術 手術 

眼　科 
石川 石川 石川 

陶山 陶山 陶山 陶山 
手術 

石川 

手術 手術 

石川 
手術 

陶山 陶山 陶山 

－ － 

伊東※２ 伊東 

女 
性 
診 
療 
科 

婦人科　 

佐々木※２ 佐々木 
手術 

１人（交代） 

伊東※２ 花田 伊東 伊東※２ 伊東 伊東※２ ※２ 

－ － － － － － － － 伊東 

小児科 

耳鼻咽喉科 手術 手術 

皮膚科 

花田 花田※２ 佐々木 

伊東 

放射線科 

ペインクリニック 

リハビリテーション科 

病　理 

外来診療担当医師一覧表
※
１
　
第
１
・
３
・
５
金
曜
日
の
午
前
診
療
致
し
ま
す
。

※
２
　
皮
膚
科
午
後
診
療
は
、
原
則
予
約
制
で
す
。

※
３
　
乳
児
健
診
は
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
、
予
防
接
種
は
火
曜
日
の
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。(

予
約
制
）

※
４
　
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
の
月
曜
日
午
後
は
補
聴
器
外
来
、
木
曜
日
午
後
は
め
ま
い
･
難
聴
外
来
、
金
曜
日
午
後
は
め
ま
い
外
来
で
予
約
制
で
す
。

《
受
診
の
ご
案
内
》

受
　
付
　
時
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
　
療
　
時
　
間

午
前
の
部
　
　
08：

30

〜
　
12：

00

09：

00

〜
　
13：

00

午
後
の
部
　
　
13：

00

〜
　
16：

30

14：

00

〜
　
17：

00

診

療

日
　
　
月
曜
日
　
〜
　
土
曜
日
　
　
但
し
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
休
診
日

※
急
患
の
場
合
は
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

電
話
番
号
　
0
5
5
7
―
8
1
―
9
1
7
1

新築工事が進む新病院

院内学術懇話会

教
員
紹
介

Pro
file

ル
ギ
ー
／
⑤
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
内
科
学（
呼
吸
器
・
感
染
症

内
科
）専
任
講
師
／
⑥
薬
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
そ
の
対
処
法
、
メ
デ
ィ

カ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
２
０
０
１
。D

ru
g
-

in
d
u
ced

p
u
lm
o
n
ary
d
iso
rd
ers. In

tern
alM

ed
icin

e
4

3：
1
6
9
'2
0
0
4
.E
ffe
c
ts
o
f
h
u
m
a
n
lu
n
g
fib
ro
b
la
sts

o
n
e
o
s
in
o
p
h
il
d
e
g
ra
n
u
la
tio
n
.

A
lle

rg
y

5
5：

1
1
7
0
'2
0
0
0

／
⑦
呼
吸
器
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学
／
⑧
環
境
と
呼

吸
器
ア
レ
ル
ギ
ー
、
好
酸
球
機
能
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

高
藤
繁

（
タ
カ
フ
ジ
・
シ
ゲ
ル
）

①
附
属
熱
海
病
院
呼
吸

器
内
科
教
授
／
②
１
９

５
２
年
11
月
３
日
／
③

東
京
大
学
医
学
部
医
学

科
卒
／
④
呼
吸
器
・
ア
レ

病
な
ど
の
運
動
機
能
障
害
疾
患
／
⑤
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
関
東
病

院
神
経
内
科
部
長
／
⑥
神
経
内
科
学
書
、
今
日
の
診
断
指
針

（
共
著
）
／
⑦
神
経
内
科
学
／
⑧
地
域
医
療
に
お
け
る
神
経
内

科
疾
患
の
診
療
水
準
の
向
上

玉
城
允
之

（
タ
マ
キ
・
ミ
ツ
ユ
キ
）

①
附
属
熱
海
病
院
神
経

内
科
教
授
／
②
１
９
４

３
年
10
月
25
日
／
③
東

京
大
学
医
学
部
医
学
科

卒
／
④
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

脂
質
代
謝
、
循
環
器
予
防
学
／
⑤
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
教

授
（
伊
勢
慶
友
病
院
担
当
）
／
⑥
高
血
圧
こ
れ
で
安
心
、
小

学
館
。
生
活
習
慣
病
の
一
次
予
防
／
⑦
内
科
循
環
器
、
代
謝
、

臨
床
栄
養
／
⑧
動
脈
硬
化
の
非
浸
食
診
断
と
危
険
因
子
の
治

療
効
果

都
島
基
夫

（
ツ
シ
マ
・
モ
ト
オ
）

①
附
属
熱
海
病
院
内
科

教
授
／
②
１
９
４
１
年

11
月
29
日
／
③
慶
応
義

塾
大
学
医
学
部
卒
／
④

老
年
科
、
動
脈
硬
化
、

医
科
大
学
血
清
学
大
学
院
単
位
取
得
／
④
呼
吸
器
外
科
学
／
⑤
東
京
医
科

大
学
第
一
外
科
助
教
授
／
⑥
新
外
科
学
大
系
16
Ａ
、
肺
・
気
管
・
気
管
支
の

外
科
Ｉ（
共
著
）、
中
山
書
店
、
１
９
９
１
。
呼
吸
器
外
科
学（
共
著
）、
朝
倉
書

店
、
２
０
０
０
。
臨
床
呼
吸
器
外
科（
共
著
）、
医
学
書
院
、
２
０
０
３
。
標
準
外

科
学（
執
筆
協
力
）、
医
学
書
院
、
２
０
０
４
。cD

N
A
m
icro
array

an
aly-

sis
o
f
g
ene
exp
ressio

n
in
p
atho

lo
g
ic
stag

e
IA
no
n-sm

allcell

lu
n
g
can
cer ．C

an
cer
97：
2798-2805

、2003

．
他
／
⑧
肺
癌
の
遺
伝

子
診
断
・
治
療
、
低
侵
襲
手
術
、
肺
手
術
と
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

中
村
治
彦

（
ナ
カ
ム
ラ
・ハ
ル
ヒ
コ
）

①
附
属
熱
海
病
院
呼
吸
器
外

科
教
授
／
②
１
９
５
２
年
４
月

22
日
／
③
東
京
大
学
理
学
部

生
物
学
科
卒
、
東
京
医
科
大

学
医
学
部
医
学
科
卒
、
東
京

a
d
h
e
sio
n
m
o
le
c
u
le
I
e
xp
re
ssio

n
m
e
d
ia
te
tra
n
se
p
ith
e
lia
l
T
c
e
ll

traffice
b
ased

o
n
analysis

invitro
and

in
vivo
.J.E
xp
.m
ed
.187

：
1927-

1
9
4
0

、1
2
9
9
8

．

肺
移
植
－
問
題
点
と
展
望
を
探
る：

遅
発
性
（
慢
性
）
拒
絶
反

応
の
機
序
、T

H
E
L
U
N
G
p
ersp

ective
9

（1

）：
57-64

、2001

。
外
科
臨
床

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク2

癌
－
現
況
と
最
新
治
療
、
臓
器
別
最
新
治
療
法
、
肺
癌
、
中
山

書
店
、1

4
0
-1
4
3

、1
9
9
4

。
肺
癌
診
断
・
治
療
の
要
点
術
後
管
理
、
篠
原
出
版
、

1
1
3
-1
1
4

、1
9
9
9

。
胸
痛
診
療
マ
ッ
プ
肺
癌
縦
隔
腫
瘍
・
胸
膜
腫
瘍
を
疑
う
胸

痛
、
治
療80

（2

）：
1
1
1
0
-1
1
1
6

、1
9
9
8

／
⑦
外
科
／
⑧
肺
癌
外
科
治
療
法
、

肺
移
植
後
慢
性
拒
絶
反
応
の
予
防
策
、
睡
眠
中
の
呼
吸
障
害

田
口
雅
彦

（
タ
グ
チ
・
マ
サ
ヒ
コ
）

①
附
属
熱
海
病
院
呼
吸
器
外
科
助

教
授
／
②
１
９
６
０
年
10
月
20

日
／
③
東
京
医
科
大
学
大
学
院
／

④
呼
吸
器
外
科
／
⑤
セ
コ
メ
デ
ィ

ッ
ク
病
院
呼
吸
器
科
部
長
／
⑥

P
a
tte
rn
s
fo
r
R
A
N
T
E
S

secretio
n
an
d
in
tercellu

lar

彦：
D
H
E
A

の
老
年
病
予
防
効
果
、
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌
（0

3
0
0
-9
1
7
3

）40

（5

）：421-428

、2003

。
山
田
佳
彦
、
大
村
昌
夫
、
西
川
哲
男
、
関
原
久
彦：

ク

ッ
シ
ン
グ
症
候
群
を
合
併
し
た
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
で
の
ア
ル
ド
ス
テ
ロ

ン
分
泌
動
態
に
つ
い
て
の
検
討
、
日
本
内
分
泌
学
会
雑
誌
（0

0
2
9
-0
6
6
1

）79

特

集：
86-89

、2003

。
山
田
佳
彦
、
中
島
淳：

関
原
久
彦
ホ
ル
モ
ン
と
長
寿D

eh
y-

d
ro
e
p
ia
n
d
ro
ste
ro
n
e

（D
H
E
A

）の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
抑
制
作
用
と
長
寿
に
お
け

る
役
割
、
日
本
内
科
学
会
雑
誌（0
0
2
1
-5
3
8
4

）92

（9

）：1
7
0
5
-1
7
1
0

、20
0
3

。

山
田
佳
彦：

巨
大
ヒ
ト
染
色
体
断
片
の
酵
母
ス
フ
ェ
ロ
プ
ラ
ス
ト
融
合
法
に
よ
る
マ

ウ
ス
細
胞
へ
の
導
入
。
横
浜
医
学（0

3
7
2
-7
7
2
6

）50

（2

）：7
9
-8
9

、19
9
9

／
⑦

内
科
学
、
代
謝
内
分
泌
学
／
⑧
生
活
習
慣
病
に
お
け
る
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
の
有

用
性
の
検
討
。
糖
尿
病
患
者
に
お
け
る
脂
肪
肝
の
解
析
と
治
療
法
の
検
討

山
田
佳
彦

（
ヤ
マ
ダ
・
ヨ
シ
ヒ
コ
）

①
附
属
熱
海
病
院
内
科
助
教
授
／

②
１
９
６
７
年
２
月
６
日
／
③
横

浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

内
科
学
第
三
講
座
修
了
／
④
内
科

学，
代
謝
内
分
泌
学
／
⑤
横
浜
市

立
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
三
内

科
講
師
／
⑥
山
田
佳
彦，
関
原
久

①
現
在
の
所
属
・
職
位
、
②
生
年
月
日
、
③
最
終
学
歴
、
④
専
門
分
野
、
⑤
前
職
、
⑥
主

要
著
書
・
論
文
、
⑦
本
校
に
お
け
る
担
当
科
目
、
⑧
今
後
の
研
究
課
題

国際医療福祉大学
保健学部長・作業療法学科長

杉原素子

感
覚
運
動
的
体
験
の

”発
達
上
の
“意
味

会
の
中
で
生
き
る
本
人
の
技
能
、
障
害
を
代
償
す
る

機
能
、
そ
し
て
周
囲
の
人
た
ち
や
地
域
社
会
の
受
け

容
れ
を
促
す
社
会
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域

に
早
め
に
惹
か
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
の
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
私
の
関
心
が
、

中
途
障
害
の
人
た
ち
へ
の
関
心
よ
り
も
強
い
こ
と
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
随
意
的
運
動
障
害
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
と
そ
れ
ら
の
障
害
の
な
い
子
ど
も
た

ち
の
間
で
、
発
達
過
程
に
歴
然
と
存
在
す
る
知
的
体

験
の
違
い
と
そ
の
影
響
を
今
で
も
私
は
明
確
に
語
れ

な
い
ま
ま
で
あ
る
。
大
学
構
内
に
あ
る
身
体
障
害
者

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
脳
性
ま
ひ
を
持
つ
青
年
た
ち

か
ら
、
謎
解
き
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

随
意
運
動
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
二
歳

児
前
後
の
遊
び
の
中
心
で
あ
る
自
発
的
な
感
覚
運
動

的
体
験
を
十
分
に
経
験
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
が
彼
ら
の
知
的
機
能
の
発
達

に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、

大
学
を
卒
業
す
る
と
き
の
私
の
謎
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
彼
ら
と
身
近
に
接
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
脳
性
ま
ひ
を
代
表
と
す
る
随
意
運

動
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
感
覚
運
動
的
体
験
を

外
か
ら
、
し
か
も
他
動
的
に
供
与
し
て
随
意
運
動
の

発
達
を
促
す
こ
と
の
限
界
を
、
私
は
納
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

い
わ
ゆ
る
神
経
生
理
学
的
発
達
促
進
手
法
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
欧
米

か
ら
盛
ん
に
日
本
に
広
め
ら
れ
た
が
、
彼
ら
が
そ
れ

ら
の
治
療
を
受
け
て
流
暢
に
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
上
手
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
走
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
鉛
筆
を
持
っ
て
字
が
書
け
る
よ

う
に
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ

り
も
親
元
か
ら
離
れ
て
施
設
に
入
園
し
て
い
る
四
〜

五
歳
の
子
ど
も
た
ち
五
、
六
人
が
一
部
屋
で
集
団
生

活
す
る
姿
を
見
て
、
克
服
訓
練
と
は
い
え
、
い
じ
ら

し
く
て
涙
が
滲
み
出
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
な

る
と
家
庭
生
活
を
基
盤
に
し
た
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た

ち
の
治
療
・
支
援
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
、
施
策
と
し

て
そ
の
こ
と
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
。

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
障
害
の
軽
減
・
回
復
を

目
指
す
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
社

第五回

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
了
。

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
に
て
、
作
業
療
法
を
学
び
、

米
国
作
業
療
法
士
の
資
格
を
取
得
。
現
在
、
社
団
法

人
日
本
作
業
療
法
士
協
会
会
長
。
作
業
療
法
の
卒
前

教
育
、
学
術
研
究
お
よ
び
作
業
療
法
士
の
職
域
拡
充

に
力
を
注
ぐ
。



国
際
医
療
福
祉
病
院

ド
ナ
ル
ド
が
や
っ
て
来
た

五
月
十
二
日
の
看
護
の
日
、
国
際
医
療
福
祉
病

院
で
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
「
ド
ナ
ル
ド
シ
ョ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
病
院
ロ
ビ
ー
に
は
、
大
勢
の
患
者
様
が

集
ま
り
、
ド
ナ
ル
ド
の
楽
し
い
話
や
、
手
品
に
子

供
も
大
人
も
皆
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
児
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
子
供
全

員
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
、
一
人
ひ
と
り
と
握
手
し

た
り
、
風
船
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
突
然
の
訪

問
に
最
初
は
驚
い
て
い
ま
し
た
が
次
第
に
笑
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
開
始

国
際
医
療
福
祉
病
院
で
は
血
管
撮
影
と
カ
テ
ー

テ
ル
法
に
よ
る
治
療
を
行
う
専
門
装
置
と
し
て
、

世
界
最
新
鋭
の
ド
イ
ツ
・
シ
ー
メ
ン
ス
社
製

「A
X
IO
M
A
rtis
dF
C

」（
ア
ク
シ
オ
ム
ア
ー
テ
ィ

ス
デ
ィ
ー
エ
フ
シ
ー
）
を
導
入
し
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
循
環
器
内
科
の
大

谷
賢
一
医
長
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
陣
は
自
治

医
科
大
学
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
検
査
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ロ
ニ
エ
苑

介
護
老
人
保
健
施
設
っ
て
ど
ん
な
施
設
？

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
病
院
と
家
庭
の
中
間

に
位
置
し
、
病
気
の
治
療
は
終
わ
っ
た
が
、
ま
だ

医
師
や
看
護
師
の

医
学
的
管
理
を
必

要
と
す
る
高
齢
者

を
対
象
に
、
看

護
・
介
護
の
サ
ー

ビ
ス
と
あ
わ
せ
て

機
能
回
復
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
家

庭
や
社
会
へ
一
日

で
も
早
い
復
帰
を
お
手
伝
い
す
る
施
設
で
す
。

ま
た
、
施
設
は
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
持

ち
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
つ
き
を
め
ざ
し
ま
す
。

老
健
施
設
の
四
つ
の
機
能
と
役
割

一
総
合
的
な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

高
齢
者
の
心
身
の
状
態
あ
る
い
は
介
護
者
や

家
庭
の
環
境
に
合
わ
せ
て
、
医
療
的
サ
ー
ビ

ス
と
福
祉
的
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
か
つ
一
体

的
に
提
供
す
る
施
設
。

二
利
用
者
の
家
庭
復
帰
を
目
指
す
施
設

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
・
介
護
な
ど
の

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
医
療

的
ケ
ア
と
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が

ら
、
心
身
の
自
立
を
支
援
し
、
家
庭
復
帰
を
実

現
す
る
。

三
在
宅
ケ
ア
を
支
援
す
る
施
設

高
齢
者
が
一
日
で
も
長
く
、
在
宅
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
訪
問
サ
ー

ビ
ス
や
通
所
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
短
期
入
所
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
そ
の
ほ
か
多
く
の
社
会
資

源
の
活
用
を
図
り
、
在
宅
介
護
の
支
援
体
勢
を

つ
く
る
。

四
地
域
に
開
か
れ
た
施
設

老
健
施
設
自
ら
が
、
地
域
の
高
齢
者
ケ
ア
に
関

す
る
社
会
資
源
と
し
て
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

教
育
や
啓
発
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・

受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
高
齢
者
ケ

ア
の
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

栃
の
実
荘

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
現
状

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
人
口
構

成
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
要
支
援
、
要
介
護

者
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
み
、

家
庭
で
の
介
護
力
の
低
下
も
あ
り
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
世
帯
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機
者
が
多
数

存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

今
後
の
方
向
性

介
護
の
社
会
化
を
理
念
と
し
て
、
個
人
の
自
立

し
た
日
常
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
機
能
面
で

の
、
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
が
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
（
全
室
個
室
の
小
規
模

生
活
単
位
）
で
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し
た
タ
イ

プ
の
新
型
施
設
で
あ
り
ま
す
。
既
存
の
施
設
に
お

い
て
も
、
今
後
は
、
地
域
密
着
型
で
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
暮
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
設
十
周
年
を
迎
え

当
荘
は
、
今
年
の
七
月
で
開
設
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
介
護
保
険
制
度
定
着
に
伴
い
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
格
段
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、
需
要
の

増
加
は
予
想
さ
れ
、
よ
り
円
滑
で
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
高
齢
者
が
在

宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
の
体
勢
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
人
材
の
育
成

や
、
資
質
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
方
々
に
安
心

し
て
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
社
会
資
源
と
し
て
の
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
啓
発
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
・
受
け

入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者
ケ
ア
の
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
お
た
わ
ら
総
合
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

お
お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム

一
周
年
を
迎
え
てお

お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム
主
任

大
森
宮
子

お
お
た
わ
ら
マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ム
は
、
昨
年
四
月

に
痴
呆
性
高
齢
者
の
方
々
が
入
居
す
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
は
二
ユ
ニ
ッ
ト
一
八
室
あ
り
、
掘
り
炬
燵
や

畳
コ
ー
ナ
ー
な
ど
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
、
明

る
く
温
か
み
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
一
八
名
の
入
居

者
が
共
同
で
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
食
事
作
り
や

清
掃
な
ど
の
日
常
生
活
や
野
菜
、
植
物
を
育
て
る

園
芸
な
ど
の
趣
味
娯
楽
ま
で
一
緒
に
行
い
お
互
い

が
協
力
し
、
そ
し
て
助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
く

場
で
す
。

現
在
、
入
居
さ
れ
て
い
る
方
々
は
六
七
歳
か
ら
九

四
歳
ま
で
の
一
六
名
で
、
そ
の
う
ち
女
性
が
一
三

名
と
女
性
の
入
居
者
が
多
い
女
所
帯
で
す
。

一
年
が
経
っ
て
私
た
ち
職
員
が
感
じ
て
い
る
こ
と

は
、
入
居
者
同
氏
が
溶
け
込
ん
で
お
互
い
の
存
在

を
認
め
合
い
、
日
常
生
活
で
の
楽
し
み
を
共
有
し

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
い
く
姿
勢
が
現
れ
て
き
た

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
本

来
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
生
じ
て
き
た
こ
と
は
私
た
ち
職
員
一
同
、
非

常
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
居
者
と
私
た
ち
職
員
が
一
緒
に
日
常
生

活
を
共
に
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
と
に
か
く

入
居
者
か
ら
教
え
て
頂
く
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、

特
に
料
理
方
法
や
調
理
の
味
付
け
、
植
物
の
育
て

方
な
ど
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
「
生

活
の
知
恵
」
を
発
揮
す
る
人
生
の
先
輩
か
ら
、
逆

に
私
た
ち
職
員
が
学
び
取
っ
て
、
私
た
ち
を
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

一
周
年
を
迎
え
、
四
季
折
々
の
季
節
に
応
じ
た
行

事
な
ど
も
充
実
さ
せ
、
入
居
者
と
共
に
私
た
ち
職

員
が
明
る
く
、
そ
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
、

入
居
者
と
家
族
と
の
絆
を
大
切
に
信
頼
さ
れ
る
充

実
し
た
施
設
運
営
を
目
指
し
て
、
一
層
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
王
病
院

山
王
病
院
産
婦
人
科
の
こ
れ
か
ら

―
出
産
、
そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

都
会
の
真
ん
中
に
静
か
に
た
た
ず
む
旧
病
院
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
、
山
王
病
院
で
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
お
産
に
つ
い
て
は
知
る
人
ぞ
知
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

時
代
が
少
子
化
へ
と
急
速
に
進
む
中
、
山
王
病

院
に
お
い
て
は
、
年
間
分
娩
数
が
二
〇
〇
一
年
に

三
五
九
件
、
二
〇
〇
二
年
・
四
六
二
件
、
二
〇
〇

三
年
・
五
三
一
件
と
漸
増
を
続
け
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
四
年
は
六
月
ま
で
で
、
す
で
に
去
年
の
六
月

ま
で
の
分
娩
数
よ
り
約
四
〇
件
多
い
数
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
増
加
傾
向
は
続
く
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。＊

　
　
＊
　
　
＊

山
王
病
院
の
産
婦
人
科
の
特
徴
と
し
て
は
個
人

の
尊
重
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
き
ち
ん
と
診
察
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
外
来
に
お
い
て
は
個
室
で
完
全
予
約
制
、

診
察
時
間
も
一
〇
分
か
ら
二
〇
分
取
る
こ
と
が
あ

り
、
最
近
は
夫
婦
で
お
い
で
に
な
る
方
も
増
え
て

お
り
ま
す
。
診
療
科
の
特
性
か
ら
女
性
医
師
を
希

望
す
る
患
者
様
も
多
い
の
で
、
現
在
は
三
人
の
常

勤
女
性
医
師
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

入
院
さ
れ
る
と
個
室
で
ゆ
っ
く
り
す
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
出
産
に
お
い
て
は
Ｌ
Ｄ
Ｒ
室
の
用

意
が
あ
り
ま
す
し
、
ご
主
人
の
立
会
い
も
多
く
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
予
定
で
帝
王
切
開
に
て
分

娩
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
、

手
術
室
で
ご
主
人
と
出
産
の
瞬
間
を
分
か
ち
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
希
望
さ
れ
る
方
に
は
硬

膜
外
麻
酔
分
娩
（
い
わ
ゆ
る
無
痛
分
娩
）
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
何
か
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
主
治

医
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
患
者
様
が
安
全

に
出
産
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

産
後
は
あ
ら
か
じ
め
患
者
様
か
ら
バ
ー
ス
プ
ラ

ン
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
い
の
で
、
ご
希
望
に
沿

っ
て
、
母
児
同
室
ま
た
は
別
室
、
ご
両
親
さ
ま
と

赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い
、
直
接
母
乳
の
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
初
め
て
の
育
児
に

お
け
る
い
ろ
い
ろ
な
ご
指
導
は
助
産
師
か
ら
お
母

様
方
へ
個
別
に
指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
も
、
個
人
を
尊
重
し
て
と
い
う
当
院
の
姿
勢

と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

女
性
の
人
生
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
仕
事
、

生
命
を
こ
の
世
に
送
り
出
す
大
切
な
ひ
と
と
き
を
、

こ
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
の
ご
希
望
に
あ
わ
せ
て

よ
り
安
全
に
そ
し
て
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
の
は
、
今
に
至
る
ま
で
山
王
病
院

の
変
わ
ら
ぬ
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

（
産
婦
人
科
上
席
部
長
　
大
柴
葉
子
）
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I n f o r m a t i o n

▼　国際医療福祉病院 10287-37-2221 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

I n f o r m a t i o n

▼　おおたわら総合在宅ケアセンター　10287-20-2501 http://h-kinenkai.iuhw.ac.jp

▼　山王病院103-3402-3151 http://www.sannoclc.or.jp
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スタッフと一緒に昼食の支度をする入居者
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ドナルドの登場に大喜びの子どもたち
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「AXIOM Artis dFC」
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医療・経営管理職育成のための
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「四訂 医療・福祉経営管理入門」
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効率的に、確実に身につく

「必携ケアマネジャー試験対策2004」

定価：4,500円
（税込・送料サービス）

著
・
監
修：

国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
学
科
／
Ａ
５

判
、
約
３
６
０
頁
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
／
発
行：

国
際
医
療
福
祉

大
学
出
版
会
、
販
売：

医
療
福
祉
チ
ャ
ン
ネ
ル
７
７
４
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「必携社会福祉士国家試験対策」

定価：4,500円
（税込・送料サービス）

IUHW短信

●7月16日（金）株式会社医療福祉経営審査機構主催の「医療経営セミ
ナー」が、ホテルオークラ曙の間で開催された。今回のテーマは、「医療
機関の資金調達」。下田智久氏（独立行政法人福祉医療機構理事）の「医
療機関の資金調達の現況」と題した基調講演に続き、開原成允大学院長
（株式会社医療福祉経営審査機構代表取締役）による「医療機関を取り巻
く経営環境と医療福祉経営審査機構」、内田泰司氏（株式会社東京都民銀
行常務執行役員）による「銀行からみた医療機関の資金調達」の講演が
行われた。シンポジウムでは、高木邦格理事長がモデレータを務め、下
田智久氏（独立行政法人福祉医療機構理事）、安藤高朗氏（医療法人社団
永生会永生病院理事長）、瀬戸山元一氏（高知県高知市病院組合理事）、内
田泰司氏（株式会社東京都民銀行常務執行役員）、福永肇氏（国際医療福
祉大学助教授）が、シンポジストとして意見を述べた。
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勉強するなら、「医療福祉チャンネル７７４」

医療福祉チャンネル774／国際医療福祉大学出版会　 Information

東京大学医学部臨床講堂。円内は、山崎
力・東京大学大学院医学系研究科教授

国際医療福祉大学出版会新刊書のご案内

医療福祉チャンネル774では、衛星放送スカイパーフェクＴＶ！774チャンネルで、医療・福祉・健康・介護に関する教育、教養、情報番組を放送！

黒岩祐治メインキャスター（中央）と和田秀樹レ
ギュラーコメンテーター、森まどかキャスター

東大CBI（クリニカルバイオインフォマティクス）
専門講座
CBIとは、Clinical Bioinformatics ― 個々人に最適な医療（テーラ
ーメイド医療）の実現のため遺伝と環境の相互作用を統計解析の手法
を用いて検証する学問のことです。この番組では、最先端の臨床疫学、
ゲノム科学、臨床情報工学等を詳しく紹介していきます。東京大学ス
タッフの他、各界著名講師をお招きし、放送いたします。

黒岩祐治のメディカルリポート
日本の医療はハイレベルと言われていますが、受け手である患者や家族
が、必ずしもその医療に満足しているわけではない、というのもまた事
実です。番組では、医療現場が抱える問題点にフォーカスをあて、患者
中心の医療を実現するため何が必要なのか、フジテレビの黒岩祐治キャ
スター（国際医療福祉大学客員教授）が提言していきます。レギュラー
コメンテーターは作家であり医師の和田秀樹氏（国際医療福祉大学教授）。

●医療福祉チャンネルを見るには―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
「医療福祉チャンネル７７４」は衛星放送スカイパーフェクＴＶ！の774チャンネルでご視聴いただけます。
ご視聴には、スカイパーフェクＴＶ！専用アンテナ＆チューナーをお部屋のテレビにつなぐだけ！
○視聴料･･･月額2,100円（税込）／法人契約：5,250円（税込）
（このほかに、スカイパーフェクＴＶ！加入料･･･2,940円（税込・初回のみ）・スカイパーフェクＴＶ！月額基本料･･･410円（税込）がかかります。）
○IUHW学生、マロニエ会会員、教育後援会会員の皆様は、特別視聴の制度があります。下記までお問合せ下さい。

●テキストのお申し込み・視聴に関するお問い合せは ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
フリーダイヤル 0120-870-774（お客さま係） Eメール info@iryoufukushi.com    ホームページ www.iryoufukushi.com
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